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関する日付工 4 報

i;主性および訪i~t主ポドゾノレラ nn:lj手~.+^'

泥炭 1'，および泥炭のfお横の形態

IH 
し吋、

Hirosh� [<Ç.AWA己A : Stl1d ies on. th日 Humm; Form of Fon叩t So.� Part 4 

Hm:nus fo1'm 引f the d1'Y and wet 90dz018 , dark red "oil , 

peaty 8011 and pe乱t

喜事 l1î':わがの虫色Iな主主体とお起のJP汁のJr壬 (Uを切らかtζ ずるために，は~;{:~校および必ず]>ft ド
アノレョ !+TI赤色オ:) ;r0， tえ土およびih~)占誌の子の1t'fL~の出を司f:'n

üJ_牧ポドゾJレじっ Ao mtiでは，新鮮な浴 :U~から JI良次分かがよlむにつれて，公布l.lUJ rÞ~'11LUおよび府松般の
1lliltl ふくがj教大し ， ChÍCj.l七も士宮」に i ノ fこ o 寄布円私設は ， H-Ammτ1.として P 忍UE.'tWJ その.ftlllH γ，r耳 L も
Rp 引であった。ヒノキお k びサワラの新鮮な務必の，1r，~Errr~t殴 ~~lf 390mμ イ、!よ r ~C II!~;; (7) Jよし 1171えの Ir)止Jl!Ci:;

められるおÎLい Rp 匂総?唱えで、あったので~ 1< wc11:~n とし、亡却Iたにほラ 1 ノナ二。

位性および侃約ポドソんのおきでは.B販のノバ~ilH\1潟総および敗の泌11\玲、 iJ' とく
かったり民総肢は p ちしてしけ'がy iキグ{ポドソりレより泌総ポドヅノi ，i のブ7がれのど正号車が討:く
がされでいた。

Ilfi2lZ白土では ， Jぉt;窓口〉組成は水分5;WUj誌が対応ずる Bn(d) おにぴ BD 怒り葬と大きは和議;士見られ
なかったの!五まの到 lま変化がいちじるしく， R", A および P ;'i;'1の各政?:W?と隠していたが，れの影
燃は/よPなかったっ

i!2.vLl:，-、:f ;i， A 見当のづ:t1fll t.U .f1芸店こおよびf士、Ji4l îlfif誌の jút込事、 および C/ljC/ J己いずれもノにさく. ;.¥1 
{ちこL撲と類似し ic: *'111立をノょしていた。脳級彼は P-f+ r-;p.m. Xîl-ヴあったがー ,j log K2 IJ n:J の向上撲の
~~IS~の潟!Iúi'，史と l~べると，いちじる L くノi 、浅か「た。
お災計士p 全治 tB悶 l@および!泌総般の扮山諸;がiÙj <, 

/Cf 1ι:れ 1 ちじ 4 しく lうjかった。主総白色l立大b15:"Jが Po-P士会:ずあった。
!二述 ())yljj}_絞!ミドソソレの Ao PJL 政十tおよび1fJJ，性ポト、ゾソレ 3 および続赤色.:f:ê{ふ治問tお j二ぴ山ü

f告はそれぞれ j log Kl と IH との I百JIム (:j蕊ないしきわめておふ:な波紋flil%十が認められた/)九会 .L
液ごんのli!l悌r: Ç)校!没 H，係十J表どとの!~S~iú-lt 沿線 GD:f立;式jな j刻j 主を]j乙!ちI~ していたといえるの

l担はじめに

らか;こするお f内そもって， ijíH在4} fj) ~こ引きコv づし γて，

今 i百11立絞;'1"['. ポj-"ゾ/L--- 3 川1-;1' γゾノlノ(@丸山ぉ J: IIi1 ノlj~ f:iI.J.. ， ih'，以上および必Uとの

ぬ立の形態OT{J\:)i'j守ゴ ;'j ったの

ちJニ壌どとの ni1' ，hU.のf忠誠はそれぞ':jUUl りにうな4Yi攻守イi し， .H!fUt ぷ7] 111 ， μ るごく:カ'，i九lめムれ大のに争

これらの対日記iと v川、ど 1託子Y'~9 ど〉む

2 ‘ f共試土壌

02試 とおりである;:)

[色村山1:制 ..，内?k:日，* !~l..Lì、わて文Isí古川1トj L曻j�'JYk 松 ill主仏H'j~'0土門

1976句 2}]7 L1受J1í1

(1) J二じよう部

仁士~.-----G For句 301ls' G 
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大又 P5 ……三三主主ゑ熊野市 新宮営林器管内大又事業区34林正E

大台 P12……i口;jl~_多気郡官JII村 足霊堂営林器管内大台卒業1X731;~J!}f

ト~Hì;: p 7 …一j!Jj'IIW1木常IiIF[f，なH

主流P 1 …<<[í1]と 2321司、班

Ei竜 P 2 <<'.<<13J と 232 林J~~E

Eì竜 P3 ……向上 267 株投E

二!~~tt P 4 ・ 3 …[lJ1J: 213 林JiJ{'

f、 zい
:~IL 乙

r，;~ Af 合…一山 LJ !l;t炎5?J\Tnl炎東町秋古台

関 4広一日兵庫県議父宮11001ぎ町 民符林

熱淘*J ……静岡探熱海 I七、

弥陀ケ販制一‘富山県新jIi都立山町 富山白川忠管内宮JLl卒業[6_ 163 ろ rif、小説

紋 窓*J 一‘ ':I r.海滋桜窓1Tîì終石 根笠宮林;器管内ト民主事業阪 6 ~体長I

これらの試料採取ttlJ，の立地条件はずable 1 Iご示すとおりである。

3. 分析方法および繍横酸の分額方法

土撲の化学的性質および腐織の;形態の分析15主主，および]í;j務機の分類方法は第 2 報引と同様である。

今、 Ii1Hì後述 (6 参照)のようにp ヒノキおよびサワラの新鮮な務紫 (L) に見られた 390mμ 付近 iと阪

のj玄V1ゆるやかな滞状の吸収掃を示す Rp '}1 1商標m立を， Rp-<l 翠~H草稿阪として区分したのまた， A , P およ

び Rp 型Hh~縦燃で 615 IT1i' 付近!と織のJよいゆるやかな}則氏の吸収帯が~0 )，(Uご認められるものそョ それぞ

れ A..A::t， Po"'P土および Rp~<R吋 TI1腐*IiE主として約分した。

4. í共試土壌の化学的性質

し ?日lble 2 (ご;示すとおりである。

よび湿性ポドゾJレ lま，いずれも強酸性を長し愛読濃の流てがはげしいが，とれらはポドゾル{口土

壌の一般的な性質といえる。

1I良rJFft-I:Uま， JLj!x; JIl\殺が IYi らかにされていないために s 将文民!なうiJWiであるが，石氏誌を蛇紋F; などの

どの#Ai主 よるものが;守主

オ L る。

石灰岩 lと ill%ずる うちラ2ê:1t'.d 11主[{吋下lJのテラロッサ様ニ1::.と同じ地ぼであるり しJ

た LJi~ì立， A)自立[目 1~'!悦 C乱 0)合千f~q吋J よび飽和茂がいちじるしく渇く 9 同 i込-'1;( G主将~tt Mg がきわめて

乏しいととは， í!j:材料の影響と:与えられる。 しかし ， B i'湾では [[i銑約一 Ca および Mg は激減していたわ懇

ごく 3[1去で採取された林!flfj)l足H'11隊iWü[辺黒 (TI) の fil] 地の;i;:~*~~も Il iH;~の傾向を示しγい

るが刊にの!京[:[ç!は切らかではない。

まーでかなり立iOitのだrm{~ f゚ JrﾁI {j' し，理主世1，.カ句会いの れたと

キ) II(jMdl，熱j1t?， 弥陀ヶ!日および探索の 4 新[印式， :4U語、七じ J う郊のVïXð: 1とよ勺て，祢.~JIr:.i二機関開j-;1d隠せkCIf) Bl の

i;AHをケイ:Jt日えさせていた t:l'1:。関係jyt 佼lt夕、i しで深く!ぷ泌するの
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fょf!rd: :l:í主の泌がíIと;え寸る研究 ~Jr， 11 .~投 (ィ l ，rrn)

Table L え料採取筒所の立 Jm 条件

S咜e conditions of select巴d soils 

i主性ボト"/;レ (Dry poclzol) 

i Ri向日 01
m01.1 nt乱ín 日jOpt:

Low白r part 01 
Hlountain slope 

M�dle of 
mountaill 日lope

iJli グj 、 V'. r-. (Daγk red 3oiJ) 

if~~ J)~ トぬ (Peaty 30j]) 

j!f~ J)i: (Peat) 

Pﾜ III ~ }('6t!:t~m ;fz ドソ勺Lノ九二ヒi袋 (Dry slightly podzolised 
Pw(i) ...1 :限切!オ~ F ゾノレ(欽}ü CWet podzol CIron 
Pw(h)-亜，...，..BE : il[t~+:'!:0~J;-r v ゾノレ !L土器提(j民年F'>D!
slightly podzolised soi 1 (政umus type) and 

pヘ匂、w(h) 匂寸切lJ朗Il ~I怒3D: i淘i認J宇悦性b史叫羽β1;);号 ト ソ拘ツjルレイ七t土匂 i縫手議: (終総戎羽iり) と i芯!i ;1籾問，~判けl

59 

Natural 
coni士erous forest 

じ. obtusa foresl 

[bid. 

we討t s叫li泡gh加1吋tl片y podz叩01日13舵e抗d. s叩oí幻1 (1夜Ium百nus type) a汀n恥1d m加1立叩o制.ld♂d泌e悶t伐el匂y moist brown forest som 
DRB ‘す>Jt低利Jiき語、色、L (Dry dark. red soil) 

, : i主ィ活性的地、住土(俗;拡張'm lSubtype ()f DJ(lJ唱"il wh町e- gra�i.11ar � nutty s t. ructu.t郎 are
developed in place of cmmb structure) 

DRD: 泌総性IIffi)宇佐f十 (Moderately m剖st dark red so�) 
ホ)立がumから引Jil Cited from reference (5) 
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Table 2，土壌の化学的性質

Chemical properties of s巴lected so�s 

iStaI料nple名
nam日

:;0 

I捻性ポドゾ jレ (Dry podzol) 

46, 4 1, 13 0.69 州フ, '¥ 1, 5 3 唱 6

IBj河山制 i

1 ~: ~~I ~~ 
16.2 0.34 0, 02 2. 1 O. 1 3省日

Mt. i PDI 
B1 I 5"~7 6, 81 0.31122 31. 4 0.20 0.06 0.6 0, 2 4.2 

。mogo
4, 7 

3, 65 

10 20.1 40, 3 O. 0.6 O. 5 3..65 
Ohmata I PDll! 

B1 15 21 ‘ 2 よ.も.も tr. tr. tr. 4, 25 
P5 

B2 20..! 17.7 19.8 tγ. tr. tr. 4.45 

日 6 26.3 3. 色5

A2 12 16. 8 28.0 O. 73 0, 2.6 1.9 ι10 

Ohdai 1 pn貰 A-B 10 15.6 26 , 2 0.66 。咽 2, 5 0.9 4.30 

P12 Bl ¥5 16.8 19, 5 O. O. 2, 4 o且 5 4.80 

B2 20十; 14.2 17 '.? O. む. 3.0 0.6 4‘ 90 

:r. ご1全甲ß
A(A2) 8 こ〉。 15. 1 I 23.2 。伽 1.9 3.80 

。htaki PDjR BJ 45 4 14 時 5 27.9 tr. tr. 1 tr. tr. 4, 40 

P? B2 10十 2. 14, 1 17, 4 tr町 tr. I tr. tr. 4.70 

j毘性ポドゾノレ〈鉄製) CW巴t pod:wl (Iron type)) 

L ? 60. ? 86. 7 4, 25 

F 2 50.4 31. 3 4, 50 

0主1113ta1ki{3tqL 1i1ipw(i〉ー 1 I 
狂 A 10 :34. 1 20.4 66.5 2. 3.2 1.2 3.50 

A2 日 2参 16.2 15.7 。。 \, 7 0, 6 3.90 

Bl 15 3. 1 久 1 21.8 O. 1 帽 3 。.3 4 祖 10

Bz 20十 24.7 13.9 ()唱 1, 0 0.3 Ll.60 

L 47.8 ぷ 30

F 1 36 , 4 4.50 

主流 l H 7 23.3 3. 守G

Ohtak� ! Pw(i)-r H..A 4 24 , 3 73. 7 12. 1 \6, 4 3担 y 3, 80 
P2ι IL 。y

21. 3 24.4 0, ? 1 2.9 0.9 3.80 

20.0 25.6 。.41 1.6 0.2 4.00 

18.8 18, ] O.18! 1.0 0.2 4.20 

湿性ポ rゾJレ c制積雪j)~褐色森林 i二 (Wet podzoI (Humus type)"~おrown forest soilJ 

L 2 57‘ 8 0, 80 72.3 4.60 

I干 2 50.5 2, 08 24.3 一
,,- 4.60 

王 j定
PW〆\〈JhS)E-E 

日-A 11 25, 0 i ‘ 66 15. 1 62.6 8.13 1. 75 13.0 2 “ 8 3陶 80

Ohtaki A.1 20 13. 1 0, 87 18, 0 51. 8 10 0.29 2事 f 0.6 4.55 
P3 

A2 自 12, 5 0.86 15.0 51 , 4 0.37 0.22 。偽 7 。喝 4 4.70 

B lO+ 6.15 0.47 13.1 44.5 。‘ 45 0.19 1, 0 0, 4 5.20 
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訪Sa米ト 42|lVAと j浪 o記f l ;;'pí~' l\r~~:;i � C ?、J
na111tSOIl jlm lorizon ness 

(cm) :日/(〆p ~ぐ/ 

L 1 61. 2 日 4, 85 

FH  フ 39~4 2 4. :?,O 
一[流 HA  7 26.0 1, 55 17.0 ?3‘ ι 2. O. 79 :‘。 4.00 

i .Pw、(J1B1〕p 亜Ohtaki 
A1 12 16.8 1.20 14.0 73.3 '. 0.38 1.5 0.5 4~40 

P4 
1¥2 20 8. O.S9 14, 6 49.4 。圃 0.08 1, 0 0.2 4 曹 80

lう 10 十 4 開 0.31 14 , 8 34. 9 (). 。.061 0.5 o‘ 2 S.OS 

fI音赤色土 (Dark red soiJ) 

日 18 
37 フ 2ヲ 9l o - 3 J 2 3 1 5 8 0  

3、 061 0.211 14‘ 6 I 23.0 1. Cゆ 0， 0ヲ 4.3 I 0 , 4 i 5. 4() 

A マ 6 l ペ。 12.2 2.8 5.15 

A2 o 2.14 15‘ 3 1 11. 8 0.881 09 

M ノ‘口r 3. J 4.30 

B1 っ。 O. 66 11 , 0 11. C) 1. 601 0 13.9 4. ~3 5, 00 

da� 
1古z 20 7.5 11. 7 2.271 1. 19.4 14. 1 J仁，〆!(、)

B3 2C 11 , 2 3. 281 1. 29.3 12. ~ S.30 

BC  20 5.6 11 , 4 3, 681 1. 32, 3 :0.0 5.30 

A1 12 13 , 4 2, 19, 4 21~ 5 5, 50 
関T'K DRD(d). 

1¥2 与 A 1 1 
" 11 , ? J切、5.0〆、 ~). 6S 

Sekimiya i (Mg) 
B lS ,? lA, 1 61. 1 5, 90 

罪判 計号制 I hn  

A 51. 3 17, 6 15.3 4, 68 

48 , 1 13.3 14 , 9 4, 60 

47 ，ヲ 15 , 1 4, 74 

W3口;.1 }~Î~ こじ (P巴aty soil) 

? 14.9 己， 60

初、 I'Éケ mf Peat 
AjP 18, 8 58, 6 円". 0, 1, 4 0.4 4.35 

M.idag乳耐 $Oa il y A2P 26.1 S;).9 O. r、J九R 0.8 0.4 ι65 

hara I古1…" 26 , 2 2ヲ‘ 6 (1. O. 0.4 0.8 4‘ 90 

B2~.g 22, 5 27.5 tr. tr. ! tr. .:'-;、 .1ι 、CJ 

yJ己 がt (Pe乱t)

iラ，> υ 48.5 L 42 34~ 2 3.90 

Pl 6~~8 JL 2 ハ 78 27. .¥ Aムー、Zノf、、)

事 ~.:1{ 20 日。己3 ()唱 '1 30.5 4-.6 、J 、jAJ 

P日;;1
Nemuro P3 10 ιio ， 6 1.30 38, 1 11 ・ 4U

s i 38~ 5 1 哩 09 35.5 4.50 

P� 10 ! 47 , 4 1 ゐ 53 31. 0 4. ~~O 

約考:竹林聖子ゴニt'll n投獄 ïliï図壌(11)から引 yfl

Rcmark: Cited from Fore$t soils of Japan (1) (l DG日)，
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;径j-Ë c~ れる ldI出f (7) J:iÏ，午、け)も I"J 阪の'[IJ'Ft'5:乃くしている針。

蛇紋岩 lζ 白米ずる関宮土壌は'f ÎJ出j~t生 Mg の合、千p:ギおよび飽和皮がほ投 Ca より lおく，一!、 j訟はどその

イ頃 IÍ:司が現苫であっよてことは， よるものといえる。

これに対して， 火dJilí3l;iJによる?iJvJ<J品、化の影響を受けた九二1:);$1 (DRB !\'iJニj議) I,j:, かなり機tl が践

し WH魚住l:総主主(/)飽和皮はとくに !~-Ù し、とは L 、え i:JX'!ß ， l州民 J任じ品および Mg の飽和JI立がほ fXIW] 絞!交のお11

をフメ L ていた ζ とがt下院される 87I〉

民oF長士ゴζ隠する弥pιヶ隠 u主は， スゲよ!i2Jxfこ ILI )Ìとし A1P 慢では守でに Ði己iFの遺体は'~，tニめらオじ言 A2P

)透 J土 J蒸v i:l. íL している。また， B1 只および B2ム g J副主表溺グライイじが認められる G またpR号、内抜(1， 9::;0 m) 

;ζ{立践し， J盆;l;kl乙乏しし -'1 ~手:ü鮫 J卜ti)')士。撲である目。

とれに対して? ミズごfケ 1Ji2 Jxfと出来する根'gH 綴 は， ミズゴ }r の透{本がJ'll < Yif{点し， ドN当はか

なりJtJ?;f!Ú'-(じが進んでれるに》各Ml 伎はいず、れも C川 Jヒはきわめて大きく，阪 LI;;を }E~ する ο れおよびとくに

.P~ ;-~の C および N の合釘本がðlX~i:~ している ζ とは〉火 IJI))( の 1fiE 人によるものである加。

5. 供試土嬢の腐檎の組成および機構離の光学的性髄(結果)

ffUilし!)jゐ>))Jliii抗告の *rUjX;ì，::t Table 3 V. Table /; Iこ iJo::.:すとおりである ι

ソ( t;" 
Ohdai 

Pl ヌ

王 7込
Ohtak� 

P7 

すable 3. 駒 市立 の kll h民

Humus co訂lpositì口n

ブ

f-.j 

平ú 主ポドゾノν(Dry podzol) 

i@2 36‘ 8 
2 凸 3 21. 4 
ムゴ@ 。 l ム 0
L5 15. 守

27.3 
()唱 8 269[402l L35; tr. 
4, 3 18 幽 8 i 26 ，ヲ 7.4 :7_ 9 

1, 2 2 1. 1130唱 4 i 8.5 4.5 

22.7 
I 掬 9 18 , 2 120|11943 
2.3 16. 1 19./1;) 13.8 

12.6 32.5 
8.1 ~~5. 5 

21.11 8.3 
22 , 2 I 27.:3 
11 , 4 I 3 ê,.6 

およ tL ボドゾノレ(欽型) (Wet podzol (Iron type)) 

ゃ) 菅野は局、和、土として扱 fているが，譲治ftr秋吉合法第lü {JiJi のと夜、は積赤li\i とした。

16.8 
28.2 j 0.65 
35.8 I 0.45 
'¥.5.3 1 O. 28 
35. '1 1 0.23 

2駟.8 : 0.82 
I 44. [) 1 0.50 

山 I 1 ! 0.24 
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4 {世五~j本山仁tjt (i)潟地;ζ[WH iUbY., 

出，l:ホトキF
E加工lpìe
n<1ロ1e

14 祖 b
14 司 J

i 人 A

:1.;) i lCJ, 4 

ムヲ 1 J , 0 
2ム 9 1 9 . 
.3 4‘ 9: 2‘] 

。. "_' 
Cl. 1 
1.7 
;:~， 0 

。htal王i
P2 

日 03
o句 87
1 ~ os 
54 

00 52 
O~ 24 

iif1ft ポドゾ)1/ (Irl~' MLttD ~j潟{己批村、 1 ^, 
CWct podzol (Humus typ巴) ,.,Bnywn forest soiO 

tr. 
U. 己
_:_:_8 

). f 

仁
3
3

ハ

u
?
1
b
η、
J
'
B
A
f
h
v

よ ，3 ， � 
14.9 

~3< 8 i 20唱 4
~?2. 1. ! 1 S. '/ 

~~ I 15, (3 

Jハ 7，汚

11 ‘ P 
1. ;-). ~l 

26 , 

22.3 
22. 
lJ.3 

25.6 
30ν3 
SO~ 4 
63, 4 
65~ 
67.9 

1. 22 
1 司 36
1.06 
O. /"三

0.48 
0.13 

戸
、
心
勺
イ
ヮυ

ハ
U
1
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31.3 
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18. 
9.4 

26. 
t6.41 
60ゐ 9

59‘ 8 
65暗 5

69. ら

!. (Daτkτed 8oil) 仏
〕

1}~ HH 

1.16 
1. 
1. 78 
O. 
0 , 19 

一 L (Pe乱ty so�1) J:Jt ,:r_-.1 
?J゚ 

災 (Peat)irl~ 

申込 吐コ
Nen.luro 

i':t) 商品i~i の五十11攻;立与ブヲクシニンの carbon の判務企守{主主 carbon Iこ苅ずる ifjで宏、した。

Rcrnark ; Humus composition is expressed by the carbon amount of hllmus fractlon as 労 of t皦al soil organic 
carbon , 
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Ohdai , f'DlII 
P:2 

T ì'え I PW 
Ohtaki i P1110)一 I

卜 jì，Jt1:_

Ohtak� 
P2 

正年;法試験 i品Øíj'

Tab!e 4. J災桜1 般の光学的性愛

Optical property of hum祥 acid 

i紘ポドゾル (Dry podzol) 

i!ûJjii ポト"'/!レ〈鉄J担) (Wet poodzal (Iron type)) 

~'~:Il性;j t F '/ Jv C !iiH宣 flll). %¥¥ 2己森林土 CWet podzol CHurnus type>~"Brown forest soilJ 

清涼イ!~二L (Dark r巴d soil) 

Pú〆.，..p土

A ふ



ら5({l!}U.i) 川
悦4

 

h山
リ
パ

外土法の Iri~ '+IÚ\'こナと!iJT)i~

::L (Peaty 30i1) 汐之;ぇ;

以 (Pe乱t)

r日b1ι 日当 I1在所長ω :1 10(;' 1(1 むしけ~ :1]1)只 K2 と !U よ ωLf.~氏本 I )lMふ1tk
L.ìnear 仁01Tt七ü10n co巴 fficíell t IK:tw日en 4 log K1 日r ,;} Iog K2 

ε ll1 d Rf 、talue of hU111i.C a.c� 

仁
50il group 

-C ， 5ヲ:i*
~O. :)ヲ呂お

.~. (). 8B?~ミ水

'0.905 本ネ
-'0.804** 

0.824ネイZ

0.694* 

Between .d log {(1 and .Rf value 

14 
1 ，:~ 

1.2 
i2 

11 

Aり j，a， y巴でS of 'Vv引j)odzol

w日t podml判

;{J' logλ1 および Rf i'1J 

Dry podzol 
h J 

h-(1 斗 )+3)

h-l 

h 
h.. (1 +2 ト d)

11--1 

h(ll コ f.. .J) .Dark red 80il 

0 0 0むフ

(). Ie! 

O.3f30 

~ 214 
~(). 493 

~C， ~')S2 

0唱 η

おむtween 6 10); }(, Hl1cl 1ミf value ,;} 10広 K2 i'5 よ Hf 1: 日

A
A
1

川
、L

勺
ノ
山
つ
ゐ

1

1

1

1

4

 

Dry poclzol 
hl 

h (1 ャ 2+ 3) 

A" lay巴1:3 of wet podzりl

wet podzol糾

3 ミ

tì:J 鴇 Wet podzoJ eootains wet podzol (Iron type) and wet podzol (hu.mus type)~Brown forest 的11.
Remarks; 1% および 5% 手f窓水深における f

間皮 Freedoill n ぷ 13
$刕nificant r at 1% level 0.641 

5% level 0.514 

10 
0 , 708 
0.576 

11 
0.684 
0.5S3 

Dark red sojl 

12 
0.661 
0. ,i32 
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5.51 

35 

d 

g 5.0 
d 

4.5 

i;_O! 

9∞一百声一南側 C叩副知

Wd.Vf.予 ie f\g~h (mp� 

F�. 2 洪試ポドゾ/レおよびli{;;ぶtS.:Lにお

けるl'干I;~，の腐もw俊のJWi.~又スペクト Jレ
(淡度は適宜)

Absorption spectra ()f r巴presenta tl v e 
humic acid of se1ected podzol and 
dark red so� (Conc日ntra tions ()f 
hnmic ac禔 are arbitrarily Ch08巴n) 。

900 8∞ 冗)()SOO 反旧 4∞泊。

Wave!er�th {iT1.μ) 

Fig. 1 t支~i;)t A-o 単における七千!.X9.の m1' 抗f1綬
の以収スペクト ;1ノ〔濃度;は議:í"U

Jへbsorption spectra of repr白sen!乱tive
humic acids of selected 1¥.0 layers 
(Collcentrations of humíc 旦cid are 
arbitτarily chüs巴抗〕。

of 
川C とc-.id

Po"P士 M ;c';:'(iaha.r�. �) (h ャ1)

1¥." )itj および各自 l:主義íi'{ における各犯の泌総殺の
1 niij. Alf ':hY!) 

参:，:(; fJz'j 唱 j
1以i以スペクト;!ノの代表於!なものを Fig. lr，-， :j に示

したの

ì!lrltl:ポドゾ )[， 0) 1¥.0 )弘乾性aおよび淑tl汁;ドゾド。" γ 

ノレの鋭、貿:L溺， 11者}f\ßJニの冬 Iニ壌ごとの遊離およ
r 

び

p 1 b,c; 

ぬと Rf との自のlI~j 線相関係数イ!!: Table 5 (ζ不
p \, 1 biつ

したuζ のうち，有怠ないし，きわめてぬてふな lmSi

l,iIXr} ci)認められた d log 1(;と Rf iHJ ()) UI1号式を

!lÍî '1張。〉潟包i気持土4\ !R1色 L'，F�. 4 tこ 'Jえし fこ。

Jふ退色己主).)\IJ，f~I，:I)ふ赤色 i二およぴ黄色 j 討の IHJ

7 日;瓦の lt申立のために Fig， 4 (3. v  

4) に併記しておいた。

9窃 B窃一宮店6i:育ち在)よ

V.fd.vel 符 ngth 門IjJ}

F�. 3 供心t泥炭ことおよび泌l災における各
裂の i肉池般の吸収スペクトル(濃度

は適'ï'i:)
Absorptioll spectra of representative 
hurnic acid of s巴lected p巴aty so.匀 and 
pe註t (Concentrati�s 珵 humic acid 
are arbitrarily cbosen). 
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Fig.. 4 (1) 杭f!I ，j、ドゾ )I/} ドゾjレ

および にの的俊 dlo記f(J

と Rf l.:.JJ前線お

Lin日正l.r correla tion between .� log Kt 

and Rf' valu日 of humic acid .f r山m dry 

podzo[, wet podwl and Clark rcd so匀 
iア rcc hUlll IC acídヲ h 1)‘

Fig. .:[ (3) 位絞りぐ[般の d 1のg

J{て? と E設之[川1リj υの)i山!打d勺ふ式 … (1υ) ぷ"JJ:ι♂峨)

1H桝仰↑刊似ド百的級主主一 (hl) 
η 仁urves b色tv\'cen d log l'イI

and .Rf valul' of humíιacicl of cvcry 

soil (1) I手ree hum� add (11.1) 

[1" .Bl ar、ksoHj)(Yニー 4. 駛5SX i 3.219) , 2..'])"'ｭ
話raded black 5011引 (γ二二 1.987XI LGM).::; 
lhrk rcd soil (Y ,. 2.301 X十1. 781), 4...Wet 
podzol (Y"...-0 陶 886ィピ I O. (351 ), 5...0ry {lodzol 
CY出 -0. ï20X+ , O. 721; , 6 ..Brown forest soil 
(1)8) (BD' aml Bn(d)-soil) (Y ....0. D24){十
0.866) , 7...Ibid. (Bn'so�1)3) (γ o 町 550λ三一
ü, 6l!,), 8'..Red and yelJow soils1> (y. , "0.467 
1二cü.484) ， i)"'Au(Y. ..(1.お6λv十 O. :1(9)J 
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fl....Black soi1笹川 y= 一辺 713X; 3.787), 2... De 
graded bJack soil1 , (1'= … 2.3f)O){ 十 L 84 1)，九、
Dark red soiI (y.. , _. ;2. 520X十 l ‘ 840) ， 4...Wet 
podzイ)1 (Y口叩 O.77S);+O. 7(0) , 5...Dry p�ol (Y 
匂 O. 690X+O. 684) , G口 Brown forest soil (1) 2) 
(Bo. and BD(d)'soil) (}に(). 943};'+().8G5) , 7日
Jhid. (2)む (Bø四soil) (Y= -0. 391X+O 500) , 8,,, 

Red llnd yel10w soils4J (y = --0 網 394X→ 0.424)
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6. 乾投およびi悪性ポドゾんの腐織の形態(論議ぺ〉

6 L ;接投ポドゾJしの.4."層における禽檎の形態

ifíl[ttポトソツ川ζ隠する二L従 P 1"~'4 土議;ごついて， おける路植の形態心o変化を切らか

にするために， L ロムj1ヲ}めの蕗352直後に採取)， F , H および H A)詩去供試したが9 次

のようなれ1mAEが得らオlJこ u

各l持iiliíいずれも 1::述の!霞伎のlI!IT íζ ， ともなって 3 ドj長ほど会JtlJi l'， )/ijflllおよび泌総般の

対];'斗 I~qま増大し七も!弱ノにした。

H...A ，I設では，毛布i'(般の究lHi'r ヰペ立 26"'31% ~こ述し， C ,,!Cr lt1ま1. 06....1. 47 (Ci]¥ Ldこ。 これらの仰はゑ

色と擦をl添付i!Jの土壌11+の鉱筑ゴ JJïf より !t五い。 また，般TiJ溶路槌 (f 1a) rJ) lllulJヰq;l:， ，1~9 %で， {11~の土

u 一般に低い。 これらの諸l~1、 ~~L H'~l\ r伎の腐 Mtの主tlJJえの特徴として i'jíj税制〕で

指摘した点であるが‘今[iri も!日j滋の結泉がlt;J られた心さらに， J斗ド (6-2) iζ述べる乾ゼtiF ドゾjレの H-A

Jrmi も同線の傾向が総められるのでョ上述の諸点(J H..A)憾の a般的な特徴とみなしてさしっかえないと民

;1つれる、J

ヒノキおよびサワラの~;Jíf!!iitj~務葉は，いずれも Rp"' l tt路線阪に脱して o 、た。 Rト l ♂j防総駁iふ 390 mp. 

付近を rfJ心 lこ l :rillの Jよいゆるやかな潟状の段以引が認められる点~'"(: , と奥る (Fig. 1 参照)。そ

のほかには特有の吸収什}は泌められれ 吸収スペクトルはほ (-IUllぷ)]H/j であったが， .d log Kl ([og K;oû~ 

log K6üO) は A log K2 (!og K650 .-log K:倍。)よ f) 大きく， は多少上!りきの傾

ネ?を示していた、 Rf はきオノめて小(~く，。内 09'，，0 ， 10 iζjむ '(yなかっ fこ。

第 2)認の F tJ~ いし FH 慢では~ )fi:i布G[阪は Rp ， Rp...H.p土なし、し九八.1'土 ~W.，こ隠していた。 Rp ヘ..R.二とお

よび PO~Jpこi: ~_Uと見られる G15mμ 付近のきわめて泌皮の慌の広いゆるやかなJrf'l犬の以ll)('fr} は， 微弱な

1'g (green humic add) の影響によるものと推定される。 また，新魚杭ri8禁(1.)の腐植自主 (Rp . 1) と比

べると， 410g K2 [立地大し， j !og K1 (;1:，減少し， 4 log K1 ;ま 410g K2 より小ざし したがって ) h~校

長iJ\ljでは長校長側に比べると p わずかながら下向の綴斜をノi~ した Rf は O. 15への.24 本~ iJ';: いいずれも新

鮮な洛菜よりいちじるしい増大を示した。

首S 3 ないし~~ 4 療の H ないし HA)認では， JL訟は lミp..，.Rp土 ;Jí~.，n己[r!'[般ョ HA ぞjではi主将よ泌総般の白 4

部は .R p r-_.， .R ll :i: ~n! r:誌櫛!妥であ〉ずこがP 波断kJiliijji1機の )(fHs分および会!良好投 (h (1 +2+3)) は PO"~p二iこ， P土

および P 汗 31!などの P 沼 I ，W;槌険の与長却にj高い分解過程の進行にともなって， Pr.のよ予畿のjfi大が次第

に I~J りように認められたO Rf は F ないし 1にH 沼よりりJj らかに増大死:.jj~ し p 遊高池j引をでは(). 25..J 

O. 37少 ~~!li~' :tlili-[唆では 0.25".0. :39 に nをした。

以 [:.0)給:誌を総 2?-t るふ， 洛:葉U)分解lこともなう対抗(HとよI&総の進行は Rp ''' l→l{p 中。宇P十→1' .r ーか1'，+

?0.tζÍ~る j商楠殺の型のー述の変化と，それにともなう A ]og K1 の低ド止 Rf の機大に子J~ されるといえる。

A。漢の遊説問桜:阪の 4!og K1. と Rf との;むには警 きわめてお蕊な段の波紋fl:ïJj:，昔が認められた (Table

S および Fíg， 4 参，ITfO*ο

保) Table 5 および Fîg掬 4 には，冬断 ifl1C!)H..A 戸を合めた結J誌を示 L. ì;こ" H-A}同を Ao ì習に含めるか， 鉱:え土

f凶 tこ f~ めるかは， S'i1，解の分れるところであろう o H-A!容を徐いた場合tC!ま， fP]1w式{:1: Y • -O.352X+00466, y= 

0.868料， n"g となり， H-A!援を含めた場合とかなり近似した給泉が1{J.られた。
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A log 1(1. 9)減少:ととも，二う Rf (1) j'ili A~土/)、さイ〉 iま i まVj\'.F�. 4 Iζ示 tγ| 日 i帰J\からリ;らかなように矛

といえる。とほ2 ~?:日引の尚色決千本一!の紘ヲ~~j:.l主(Í.)ß

一郊の l却T[立Hとおいて況なし h し H---j¥ NTI� /~t 1J:t ;t:¥ Lj t，こに過ぎなかったな .:b~ '1\志位ポドソ勺レ CJ)場合には予

が;槌の組成およびJiit 主J!ï rtをの)t;''Y:!'(J悦J'Hi ， 混十jγ 円 1，'ゾ jレの場イ?と 1，/1殺のとし i句会ーれしてし 2 るといえる

iJ9 ふ j 、め

日…之軍主性およびi問内ポ1"ゾ)~の鉱猿ごとj惑における潟様の形慾

とれらの台とj奈の官主役 j.[ょjで:ふ全1!11 iJ\防相の tliLhノは， B;ぬでは 60泌がJi高から 705ふ

て'fjjい i!li!;を~;J三したが9 このふuまF俊明、K0~;Hm (íにla) の J11! 山〉ががきわめて!日Jいことによるものであるじ

一般iCI二j刊行元ど減少を、、!ノた υ 王子j現{立におけど) (Í'百)fj~iWH般の羽1.1 ，'l:'， iF締 F訟の ÝI Ii !Uぷおよび ChICj' 比 lふ

の持{三森本のfJょんする名、JW}{ù: と/にさな桁 jú~: ~-J 511，られはか t た ο 近泌!~交r.t.1のお古殺のJ ャ，

'!::>、，

，
般

tl 
h
 

の
品

)
 

F
J
G
包
p
k

q
A
 

R
 

創刊から冬一Li1~ !)) pH およめる ~flfû {.ì は tracc' 約 45郊によ了レたが，

(h-3) が主体をな f ものと jftぶ、5 れる。

(/) /\.2 月号1ごゾノlノlt?立? 役 tki;< 1" ゾル表!日 uとお u る

目立 O. TJ'vl. 27 , 混判ボドゾJレ(ぶt- iT~ 7y;. '-'，'潟 8務イトーし〉の /\.1 肢では多少!日く o‘ 54. ().72 を iJミしに。，-

.1.-<ノ[〈了~ .(~本I1と〉変化の悩i主主::Þノ\きいといえ1しらのは，前税引の褐守、j のと1[:; ペ

，了;まいし)';ほれ、 c

/¥2 H~:íで i土 !j\ さくて 2.6ハん 12隊司膝折、CD f!!l iJ;不 l丸 iなげ'ポドゾノレおよびれボドゾノレ(欽司J〉では，

/¥.2 %iご~~WJ 右、なかったが， Bj および B2 隠では切りようにかにし 26. 4.896 に渡しノたぐ ごれらのよj;~~~(ちは，

Uj今、の 111(2;(立， ，jミドゾル1i:!Mnの進niとともなってぷり強く予されて{、るおよびお

のt:Wj{; も rCû ，j~i( の Mlr(リがおめられるが~ ::('s， Jf:1:fも71i の;i;fjjI);，ーして主いえるの jj';}.t!-l: ポ F ゾノレ

のような絞り市民ÆÔ:CD 行 11紘悦お仁こS ì.rùttふれドゾル CRt li，:J)の場合ほどり、うではなかった。 しかし，

t:1:j 5:一千?の0i.J($[な問の変 J↑~ V"J:}ポドゾノレ ib 土壌におけあ絞およびプ.!\..ミニウムのT% !fj}J (淡および集広) (~: i引

りょうは;交じ色乞公示しているといえるが， j! 制加ととの土燥の泌 fi心DJfHN的な特徴ふなしている~::いえる。

乾tL;j? ドヅ fレでは:;'3[:別問の[問機および会泌が[Iij授はし可"~L も p ~~~~~恋 !~!J. ~C H1~していたが，J!iil: 主n憾の!\'lは，

長IêポドソツLノ〈jlZ崎31九十日でち森林 J) ではP.mP:t"~'P +i Zf;iL 0lltlンl( Fゾ(紋:りごは p.;."p叶 0:~~~

に j必し，全般的;こ lliZtLボドゾノ〆より続性ポト、ソ、、ノレの:与が九の影響Jiがより強く /j三元れといるといx るの

/ぇ)民斗^. (A2 ないし A1 Ji1�) iとおける巡:主主およびイ伝子誌がi阪は。 d log J(l i主将;ttポドゾJいには 0， 57戸、仏 63

お」、ぴ仏 49^'^O， 63，よi;;d!IA~ r ゾノベ欽llI:r}_ および潟綿子\:!ハ J持ぷ村うでは 0.4丘、仏 fí9 および 0.4+'0.64，

ぷ log K2 はそれぞれ O‘ n 、 0.98 および 0.6'1' 、 (18b，。歯 8:3' 、1. 13 よ CJO.8:3ヘ^L 02 , Rf はそれぞれの， 22

それぞfi の{日!iø主slilH土し、 .n しもあO. 35' .0. 4.7 ;f;よび 0， 35 九，0‘ 45 ィ工、 :1~:. L_.，;1'.ご r0, 40 ;ねよび()， 23'、[)‘ 37，

A log [{2 t:t 毛皮交手じているが，全般(r~に iliì!'t'i ボ;旬、ゾ J[ のむが院tl iF ドゾノレより d kg J，ι;立小さくセ

大きく， Rf ち大きいといえ為 。

いずれもお滋lc;;.~ い〉きわめてぬd log }í1 と Rf は，千九悦およびiiJ1.'i'I:ぷドソツレの滋月UsJ、

;むな fえの主主総['.li 1奇)c2iJ:~したが， lifû土壌のそれぞれのiIû:Víl式はさわめて近似レごいたくTablc 5 お〈ヒび Fig.

4 参j問。 I日報引で添ベた褐色森林.~Lの JbJ合 iご ~i ， 宇乾九十悩i ヲ3V烈;V科!リj のmゴ1:λl淡主 (υB弘II J沼段 LJ;様窓約〉 と巡日抗βね府1i;おな';jシ併性R

における返品:ltおよび全滅総般の同様のIIj Hì}式は切りょう fJ~;1{1迭をノjミし> 7Jく分lWf き;'Jの籾i患の影響を/_ミl決して

いた。 しかし， 今 rülの乾性および;叫セbf Fゾルの場 13iC ;:t , d log K1 の低 iご lごともなう Rf のj!と3大は~ i~} 

いが，全般的~[t;t~引および iif&i!\'j !!I. tf1Jf'， 1~.{;川町の I'liらないドゾルより必少大供;V ドー/
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し rÞfl，jj より多ノ:J;後者OY)]fζ近しえ111 といえる。自íH載の褐色森林、 i二の乾位および越すI'J'ltiニ土壌の F01のLl log K1 

の低下 lこ対応する Rí:の地大の 1精進は， 土壌の微生物納とその活動 )J 0) Itj迭を示唆するものと 35えられ

る針。今問の;!HitL[: ポド、J';レのj場合に，自立報心(})溜iI\'J'Ltf~}色森林:士より 4 10g K1 0)低下 ~C対応ずる Rf 0)橋

大の低い乙とは，おそらく ì!ål.悦ポドゾ中の場合!とはす îftiWïj.放にともなう視i支の低卜'によ

の低下の影響を反映しているものと考えられる η

乾件、;1' F'/;レは玲渇色森林土の， 1派R←糾性i上一ポド、ノl)レ lは立 i巡蕗r税4性~'oi払視lω 役E 拘;色J与ミ浸3森支;)，d付林?本:土の i高弓町l以山üη市I~ と考又えF ら iれ1 てい

る G 一」i

目郎i免帰}式が i問リ羽]り Jよ、うな杓i迷主を示さなか勺たこと lは立む， {次欠のi恕程 i問3引1 1，にζ よるものであろうとf抱Eこ7定ζ さ才れL る O す 7な工わち，

平乾之f惚F生主ポトドr ソゾゾ、守、 jルνのj滋易合 lにこ lむ 地形的関子の影響によってp 移司さには 5郎、乾燥の影轡をきをけるが， その他の季

節は一般に南海欲的の地域Jこ位選;t するために， "t努，存立などの影響によって3 クi~ ri--1滋皮の r~;ijt 、条件ドにおか

れ，また，冬季はJïj{ い1''01習-F I，ζ おかれている ο したがって，ボドゾルの滋子けど(;J:， \i'i，校および若江主F裂の水

分TI;t墳の相違は，褐色森林V14の乾牧および趨向性土法の相違J: 比べると，かなり小さいのではないかと捻

7記される。あるいは '1、YURtNll ) の 3旨 11おナるように J持;'I't;y ドゾルにおける何千HJの j~ti似のくり J只しが9 二I

iまω iW;~品化のiHjfî を幼長しているととも考えられl る。

6-3. まとめ

jス卜，のように，乾性および百iH!L;j'i お11:1'(1♂}援の液中えの組成の阪で，集積

j脅 (131 ， 132 ないし 13 りにおける険可為市白 (f-la) の?白山本がし、ちじるレくぷbv 、ことにノJとされてし、ると

いえる。とのような給J長は， s四JNGER9)lO )， TVIJRlNl1 J および11:&者の刀、吉íjのが11員おともよく-'~J:文ずる。

自ミ fn ら ß)7) は， P T~潟縞険の各!iIi_~JJ!の!メ分は， その れる九 (green 11ωnic aciのの多少によ

るもので， P:t:→ Pjl十型の)1即と相対的 lどれの合、手Iヰくは i科大するが.お!!.ie\j~(j 滋ないし際イ立の:庁が~ .~記'tlの

ものよりも p誌 に72むとと令指械しているが，今日mのく主制ロおよびiEJ'I!トポドソ、、jレにおける p ;íf')頑裂の Hf迭は

同級の何[1討を刀ミしているといえる ο

7. 暗赤主主土の綴犠の形態(論議 2)

このゴ壌のAJ訟における金他社J腐総および腐総磁の抽出王手は，それぞれ 33"J4496 および 11"J1796 に述

した。これらの{出丸各断ffiî どとにかなりの杓還が見られた。関宮土壌のi易合はいずれもかなり低かった

が， この館 EllLt明らかにし得fよか 3 た。主だ，いTれの~i f(:ií においても，会潟摘誌をの長11/]'，:容は下号ほど誠

心をJれしたο

おと撲における W;N1:r、災担~H 交 (h (2 十 3犯のffr脂綿機 (h (1 +2十 3)) に対ずる tb〉判立がJ 1 l)"'80~b I， Ci};! し

たが，いずれの断 iIü も下関;迂ど:llYj入、与をノ')，したむとれらの l桁i士会主主 dlおよがp とく花咲i官および熱it手の下!路

上で，おい怖を示しだ。これらの仁i:Jで，滋換'ËÍ: Ca 飽和;企のし \t_) じるしくおい~\Í~!tJむの A 際で?は， Ca Aぜ

.lN'柿険 (h…2) 1，立会腐総『支の約 1596 ~パl~J ~マず琵換性 Mg !::'h\む関'i;ì Iニ壌で :;t Ca;考~)ii~様躍をはほとんど見

られず，が宣棋をは R2ρ3 ;型mS 1i在殴 (h 3) によって i上1 められていた。ま t;:: ， 0~，託手土壊の場/れとは常 pH ，

f出免性:主益基の飽和!交から，総会広瀬被l土問絞 1:: R20g 型 J高機燃が主体~'fJ:i めるものと治定される。

i唆可溶腐植(f-la) の柏市率は， A)簡では 7~-10~ち， 13 際では 11" 135訟に速しJ fご o C"/Cj Jれは， AJ認で

!;!: O. 48へ'0.68 ， 13 )潔 ~C~ま O. 1:3-.,0. 60 ;をえミし大..0

め ノピ又:t-.壌はl'i;H.!zí'ij l ;t i~，"1J九常時滋の、誌にFTi託する。



官

B
A

mdd 
(河 111)4 在議4:l]j誌の潟村'[jcl支hl- {;)研究

乙才しらの日 11 は?上]'Í~!;森林 t.引の tþj{'予と比べると，全治および余眠、般の行IJ 山本? および ClIjCr よとト?

J控訴防総隊は A， A :t:, 1弘) pü" , .P+1 P-t十，t び股γ 民は?弘余!潟ぷ[際Li /¥.. 

J手続十 Ca ~\rL liJ:; Hi /'俊 (h (1 + 2)J は A，ト， PD, }>" ""Pi 引に, H
 

1八l
p
孔九戸、 '/\:h Ar , Pú, Po"_'P:→ー， P ←およ

してい fごが，いずれも変化の総がいらじるしか')允" 1 介、 L，全般的 iどれ (grccj] hu rnﾎc acid) の彩

にわれノるじyi~(土日沿いがp 、自のf以

ゴ三腕組般の、ん;，{~. +.'ト
ル主 1勺!; +J さ p、も..--，とも iðJí 'i'i:'iと lxB5iとすると考えりれる 'A、 WJ 仁 i:て?と?し γflふ

Rf i立札 24. . A log _K'j ~土 0.58'..0.83 くよ 0.56' 〆な 79干4 log K1 は O‘ 55，、仏 n および()‘ 51 戸、 O. (う4 ，

グ;均史IYづ大f (v}liÎu と[ノ_.、いずれの19.fi も変化のわ;はかはりにさか~')0.60 および仏 30へ 0.61 安永 L)

lidSのようにわ (j) N;-'~~:Yl がノ))(九、ために~ l~ÿ以スペクドルのたiJL:iミ 1Wl4 log f{2 i)lf~い仰をノ示したとと

の{ij'íi;イがゆるやかなとと 7i2 .iむりとしていおとい之る。

いずれも 4 Iog K1 と Rf くこの n:1iときわめどれ 4b;なプえのIi主的杓!長iが立のられ J'-.滋 yjji および会約!校 (:j}

T品ble 5 および Fì必 4 主:::!KO" Fig. 4 Iζノしii< 1対jッl:ir-" ら IU〆らかなよう iζ ， 4 log 1([ Ofj;\: ド iとともな

))~モ~1!i~ ;'}~~ 1?2，土j索引くこ近似した{rlliをぶしたことは注う Rf のJjllki立花.~f0J森林 iーの#j-t>“よりかなりノミきい

;-:J に仰するといえようっとのようなJf%'ii!(fの形)12l'(~1 な特 'Ýf~ r!t.~立守ノ~;;-世史的な伐向とし寸CHiq'[iふ告は における料品ü

-f [':1 j.(;~l f~~f} の lí1.j :f5 を/れすものといえる。とれらの，jfj-tQ;l は， ITìi派色ぷiと関与ふしたはお泌子、がJë{r~2LU込1~'，+)炎

あるいは~ f:-J:~の L必ずの;17半?によるものかのWffj] (.i~ とを1'11以しているととによるものカh

かにこ1 れていないために， 'j-;示、な論議は今後の研究の)t(~波長持ちたいぐ殺が未

泥炭土の腐植の形態(論議8. 

j、 Jピu二は 'lzR主クライイヒ1乍沼忍交

Jているが~ r了\jllljìこ j い旬以 (i 芦 930 m) iげな践し i" ゾル itfrHJ も;をけているこi'壌勺ある。

災2芝府 CDìlt;f)ι!Bj (P) の

今 !üi{Jt;A L た弥ií'Ëヶ版 l 号室;ふスケ、泥炭tn:FDぺし， ;};z隠

[えIßJ \il:';tおよび絞似;f 卜‘ゾ )!J~おのJfl:ぷ Wl (Po) と滋(以し/二1J日在、ノ戸、してし 1 る止し、，::-<:"るのとれらのおú~J ，

としてド H， H または HA 泌に ;fi. く，)_ーレ ~，、 7 
)λ」、 d.1:. 

はかなり府組イI~ の j佐ん仔殴附lとあるものと J1fづされる J

i t ;引 l G7 645話およ;i.H}干 (;t ，!，I}，)}，己 (t して t "之、 A 1P およ C~ i\肝 m')!' 士宮 J全 1~IH rr~?l' が[:f:l ，.J:

バ 83，、'41%1ご ，ì~:ý し，じ hうは1.32"]. 78 {i:)i~ Lノ f~~: (\これらしり ir1日立与;'J!Y~rr.l iとちわめて市< y ~Xf， ;3 -:~投合) C 

示した nr~1f(j土擦の特徴伎であるA弱のJb}-{?と近似している~:し "X~/:;) 0 

F)i汗の Bl.g および 132 g 脱セはち .:.î~1l1j {J:.11 H~~ i1]立のお11 ;'1\ネは fi f) ，，68 号去にぷ:し雫 j\ _!l?f (~: !E;j '1 長 h:í:';jい J占î~::;:T~

(f 1a) の Jül ，J!ji，ドがおく， 23ヘ引)~1tづ iC 没して3いたとと;どTミうとごろカァ
、岳民しゅどし 1 る Ij、

C;,jC r .l私はな Hト"().54 であった) .B.!同におけ検 iUifi !ii{似の frÜiH

ポドゾ/L/ftfrJ 日 L吋診をど:去、 )Jミ d ものといえる n

j潟地検の !;~Hふ泥炭m号 (P) の遊点!i腐総数 l士九ヘダ士引， A，印p および

も 13述主の，r fドJ ソ JルLレ'0の巳コ)1滋」吟'0 1合3 と F問iJ 絞;にこ〉 より f付1，

きい" -{Ì':!釘 ;fKi恨の 1!\j {fJネは ll~ 1996, 

ととは，

P;ιií"!， B1-g および B2 ... g J併では P;ん îi'C、あっ fこりと

し\え fj c 

d log Kl (.t (t 40. 0, 54 お J、び

おかれている ijiりの方カら Pg の影予~f. iß0t:{~ <あらわ ;ìl ているらレぞ~，:~j-ミすもの

(: O) J)業の i!t:りだ)γi (1') そ l汲く初、安L-LJ¥¥'{ (/) .~片的お工ぴ全]lJ.;J" lj:!#íffゅではヲ
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Fig , 5 (2) 各!潟悩般の log K:封。 -'-log Kg(J� 

の i主絞〔全路地政， (h -(1 十 2十 3))
Comparison of log}らõû-1og K9Ⅵ of 
日verytype of humic acid (Total hum祥 
似合J ， h- (1 +2十 3)).

F竑. 5-(1) 名潟泌険の log K25o-1og [("00 

のlt.絞 G2主総時tM札 h-1) 
Comparis� of log f{25o -log K900 of 
日very type of humic add (Free humic 
acíd, h , 1). 

0.38 ベ)， 53 ， L1 log Kz (土 O. 68~~O. 74 および O 的.~O. 77ら Rf (立 0.29ハノ0， 50 および 0.29 ，-.0目 48 を示した。

赤色 L 変色土おぶびポ V'/Jレの P件および Pn!政!湾紙{これらの怖を~WiJ ;1富山〉および今回の褐色濃1*土，

阪と jおべると，全般的な{町内として) Av ~議以外ば L1 log ](1 (;j:小さく， Rf:土大きくて，関植化過程のiW

i吸収スペクト Jレは測定波長全域にわた円てL1 log K2 が IJ 、さく，さら iこ》行していることが認めら，れた。

この二u設の P什および PHI傾斜がゆるやかなととが注目された。これらの諸J~ょ;土，

広く分布する[Sj L;君誌の ~iS縮機と比べると，かなり切りような f[E全会示していと)といえる。

ごとの log K，肱γlogこの点をさらに切りようにするために，々、{おおよび前線引7

Kg加の (i\liを Fig. 5 !と示した。この場合は) Pニiニrυ 1'+1ト裂の各漏れ色阪単身]およびこれると同じ紋引むを示す

られるたPg の影響?とよそれぞれ稼皮の粉途はあるが，，{U~のそ!の最Hliií般のよ司会 lとは，

号、，>
ぺ A山
口口吸収スペクトめに} W~1t灼 (C log K2回一-log Kgoü 号そもつで，

るととにしたものである ο

との j二擦の滋縦および会縦般の log 1<:泊。 ---log l{~舶の 11日1 は 2ω01日i後以下 (A1P J必イ\:[~J，くん 2.0 j)} f) 

をノ示し， (Lll のこiニi哀の同じii~ の!お .!'I色機(大部分が 2， 0)三j、りよりいちじるしく小さいことが注目された。 ζ

および他の土壌の A および A.-A;十;この\).1告の P什および Pm '1払れら

り切りょうマあったc との点l土 9 前手?の場合 lごはよ町取ぉMI機以外l立ラ

没者の湯ぞ?には全nょ休日阪がかな必!および会潟主121放の log K25o-1og l{g凶の樹海はきわめて小びかったが，

りの低下を万えしたととによるものであるの

この i二;擦の p-いおぶび PH十 )f!!~判官磁の 10g !(叫0--- 10記 l{900 0) 日líiむその1t干のこし壊の各裂の JPlJ柏般の中で

もっとも低い怖を示したムおよび ArvA;主裂とほぼ i司{~}皮の草花J測に JrJ~することが注目された。 したがっ

AWないしこれに近い腐flÎî化治混ω巡行

とれに Pg 0)相対的なj必皮がかなり 1\":;]\}

Pg の J.J?~究:カ-~~;~~く;y;されているので，てp この土j箆の場合;とはラ

した ~~'W\J際会 3在中?とし，
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IVlg satu.r社tíom; u!: Sek匇iya soìl ，日specially � ib !owcr horizonb , reíl日ct thc cffect of .ils M.g 

r兤h p孔rent material ‘ seγpèn l. ine. 

M禔agahara lloi] , p日a.t v soil f rOHl と;cぐ 1 ，手、 in 日u iJalvinc 品rea ， :W V ピ ry ackUc and s1. ron符 Iy

leachfうd. The peat 113 complet日ly dじ仁川η\)oscd and /¥p hor.俿Ol] fりrms l11uck Bcddどお1 �t.s 13 

horizon L, おurf乱cc“gleyed ，

Nemuro soiJ 﨎 a thickly accumul旦ted pe礼t 1"1'(1)1 spﾌlilgna. I1日 hnrnìfyinp; process ìぉ fairly

advanced i.n it 日 i 口、ve)' la yers. 'l'h日 in :t1o\v ofνo!c札 rnc a ぉÍl illto 1¥ and 1'2 layers, especiaUy � 

111e .latte1' Îayer , l'巴 111 .a rl<.ably decreas仁志cl their 仁;:lrl)() f) and nitr()gcn conL己nt 札

l�. H盟問問録制HllpoHitlり混乱nd optkal P.l'Opcrty of h羽mi.t add (i{('話u! t)

Th日 humus compo偀ion a.lld opt�ai prop七 rt¥' o[ hurn_ic i1c�.d of S{λlccted 80i13 a r� sta.t巴d _in 

T'able 3 and 4, respecUvely且

'J、he representatív日 typ白色 d 泣lヲ日orptl川1 δpcctra ()f humic acid ()f cv巳ry so.il group afC g_í， ve日

in Fíg , 1-:3 , 

1、he linear ccr1'elatiol1 じりとHicient b(ぺWむcn J 10{.', f{l or d log K~ and Rf va1ue of frc む 乱nd

tot乱1 hmuic aιids 01♂ /\0 1辻ver与 an仁ì n�eral horì.zoJ.l詰 ofεvery so� group ar昨日1.'1日n 匤 'T'able 6, 

Very sigl1 i品じant 01' si5とni.Lica.nt ne芯aUve linea.r correl乱tl.ons between ..J log ,[(:;. and H.f ，/品luc

aτ在位xpr巴ss日d ， whercas nO S1gU1五{品nt correla tl 山口 betvveen_ A 10g: /(2 a_nd R_f valu巴 1s found. Thc 

rcgression ctrrvc.s betvveen .d .log l(_{ ancl ,R_ f \l日 lue 呂町、 set :l:ortb. :ln 'Fig , 4... (.1、 -2) ， Tlw 氏、ôproca[

COITl.jl2cγ180n of the regrcs~ちion curves ()f the r 日present8uviう fores i: soi1記YOUPS 匤 onr country , 

匤.:Juding t11m,e of i:he soil gronps st旦 Led in Pa ct 2') 日行d :3針。 are g咩en ﾎn F刕. ;j (3.. 4). 

広 H担mu出 form 01' th世 dry and w世t pm!:wl (Uiscuß叫りl:1 1) 

6 1. Hurnu日仏rm ()f /¥0 Lミyers o:f thc wet podzol 

'1'he L (f r午8hly fal1en. needles) , F , H and H.A íayむI おりf thc wd pod201 afe an�!yscd J()r 

thc c]ari.昱atioll of change of humus for111 in the decりmposmg proc山iS of organic matt巴r 1乱yel二

'[叫hεrates りf extractiol1 ()f e x:tr司ct日 ble humus ilnd hum兤 ac冝 and r乱tws mcr日乱'3C

frorn ~~ur :face (lo¥vll¥vards in 巴 '/ery pw澈k accord匤p: to the 乱dvancc of the cl巴CO\llp<つsing process. 

Th日 rates o: f 日xt.ra 仁t:ìO!1 of humic acid (lf H A hycrs rangc 26. 、 31% and theìτC，， !C r ratios 

L 06" 1. 47. Tho日む ran,ges are _higher tha_n t}l{)se of the rn�eral hりrìzons 引 f ev巴ry soil group 

induding 111乱t stat巴d 1.n Part 21) an仁13日巴x:ccpt t11e black so丨 The rates of extracti.on of add 

soluble hu rnus U ..1a) range only 4 ..9;.t; anc1 they are lm'1e1' th<¥n those of thc n1.ﾎnera i horﾌ%ons 

of other (;oil groups , Thc ぉirnUar tre口d只 W合re po�ted oui 匤 1'a1't 2'、 札口d :'P' and thcy are 

recognizcd on the, lf../¥_ lay-crs of the clry podzり 1 (1;'; dc:;c[H冗 d he以:undcr曙

The humic ac冝s of L 1乱ycr" り r C!wmα()(ァþllris oblusa aud C、 þísifera bclollg to 1¥"1 type. 

'rhe 乱bsorptîon spectr乱。[ R" 1 typc humic add is ncady lín 日ar. 乱nd 110 character.btic 日 bsorp

t10n band ピxcept the broad shoulde1' b且nd near :.;自OU1 f.'-. is obsecvcd. 1t8 sorn巴what ¥lpward inｭ

cl匤a1ion in !ong w社V日length regﾌon is duc to it只 fairly Jarger <1 Iりg f{l than <1 1りg f向、 Jts Rf 

vé.du日s arc vcγy srnall and theirγ札口だむ詰日nò ()調 09ヘノ0 ， 10.

1n I.he se(、 ()n r] J 乱yer~)! ト、 υr F.H Jayer'.3 , jhc� hurnÍ<二日仁id日 bclong 1.0 Rp, H".. H"L Of p" ，， ~p) 

t ype". V e1'y broad 呂nd rrcntl.e absorption bands ncar G15111μ ﾍn Rp'"Rp; 且日d Po，，'R土 type 

hum� adds 品rεdu己 10 th色白Lip;ht 乱ffectìon ()f .[>g (gre巴n hl1m� acid) , 

Comparing those types of hmnk acid with Rp...l typc hum� acid, the downw日 rd ìnc1in託üon
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in !ong wavelength reglon is du巴 to the decr問問。f d log Kl and increas巴 of d l.og 1弘 'fheir 

ranges of Rf value are 0.15へ 0.24 and they remarl王abJy increase 1n comparison w咜h tho日日 of 

R''-l type humic acids, 

1n the third or fOl1rth layers, H or H. A layers, the humic acids of H layers behng to Rp"'" 

Rþ土 type and thos色 of 1主-A layers to Rp"JRp+, Po九.1':1::， l'土 and P +i. types. Those facts sugg巴st

that the effect of Pg iucreas記s according to the advance of decomposing process ot litter 

'fheir lU values remarkably increase � compar﨎on wlth t110se of .F and F..H lay巴rs ， and the� 

raηg日s re乱ch O. 25" ,(). 37 乱11d 0 25八ノO. 39 in free and total humic acids , respectively. 

Summarizing the above-mentioned fac1.s, the proc記eding of t11e humifying process accordｭ

mgt口 the advance of decomposing process of l咜ter 18 shown in the iollowi.ng changes of hum� 

a仁id tYI耳、出 Rp-.c:>Rp→丸一々三→P'.I →P+γand the corresponding decx司ease of ,j log Kl and încreas官

。i 沢f vaIu巴 with thεchaηge of humic acid type. 

Very signific乱nt negative líne乱l了 correlation between Rf value and ,j log K:♂i.s expr記ssed

in free humic adds of select巴d Ao layers (8巴e 'I'able 5 and Fig. 4) ‘ 

'rhe i l1cr日ase of Rf vall1e correspond匤g 1:0 th巴 d巴creas記 of d log ft:1 is fai.rly small. It i5 

alik日1.0 the value of t110 dry brown forest soils (BB soils) in Part 2心血

On 1:11e dry p ヨ<1z01 ， though only 1.heir H and H-A layers of S�l11e selected proliles are an品目

lysed, the humus composition and optical propぽ ties of humic ac� are a1ike 1:0 those of 1:he 

same Iayers ()f the a bov日-mention色d wet podzo! 

6 2< Humus form of th巴 míneral hol'izons of the dry and we1. podzols 

Tho remarkably h刕h rates of extraction of extractabJ忠 humus of B hOrizollS of select巴d

so匀s ranging about 60^~70% arc owing to their high rates of extraction of acid soluble humus 

(f la). 

<T'he rates 01' humic acid extract.ioTl and Ch!Cj' ratim; d日:reaB己 from surfac己 clownward民

The r乱te of 日xtraction of tot且1 hum兤 acid of とV日 ry horizon is quit日 similar 1:0 that of t11日

corr己sponding horizon of the bro、"，n ferest so丨 

1、11e rates of combincd humic ac� (h-(2 十 3)) 1:0 total hum� acid (h (1 十 2 ート 3)) range 

trac巴~-45タふ The low pH values and 10'''' rates ()f 巴xchangeab!c b乱se satllration of the mineral 

hor]:wns ()f both podzols suggest that their combined humic acids would belong to RzOs 

humate (h<り.

On the ratlos of th:.ユ surface horizon of selected so iJs, those {)f A2 hor�ons of th巴

dry poclzol rang巴 0， 65^，， 1 ‘ 23 ， th03e of the s乱me horﾎzons {)f t11巴 W日t podzol (叝on type) 0.71 ,.," 

1. 27 託nd thos色 of Al horlzoコS of the wet podzol (huml1s type~-.brown forest soil) O. 54"~(). 72‘ 

Comparing those vall1es with those of 1:h巴 broWll forest soil in Part 20 , thei r r司 nges some明711al

extend but th巴 diff巴rences amoug them are no1: 60 distinguished< On the rat忠品 。f 日xtraction

()f acid 日olnble humus, though those ()f /¥2 hor�&ons (){ the dry 乱nd wet (iron type) podzols 

range only 2.6へ 12弘 they rcmarkably íncreas色 up 1:0 26~，"4896 in 131. and 132 hor坥ons< Similar 

trend is ol1seれ7色d on t11色 W巴t podzol (hUl11uS type< ,-,brown forest soi!), but the叝 differences 

between A2 乳nd B horizOlls arεnot distinguished. 1'h巴 diffeτence of 乱cid soluble humus betwe忠11

ソ'\2 and Eh bori.zons inCH鐶S(� according 1:0 1h巴 advance of podzoliza tion i.ll th巴 following order 

as P01l[• Pn I and Pwm • Pvv I 1 :resp日ctìvely ， Those differences of the ac冝 soluble hurnl1s are 

* The analysed result including H , .A layers 匤to A� layer is g咩en in Tablc G and F刕. 4. The opinion 
that H-..A layers belong to either ﾄo layer or mineral hOrlzon would be divergent by the 問searchers<

The foilowing result as Y"" ~1) .352X+O. 466, y= "..0< 868帥， n 仏 is given if K.A layer are exc1uded 
from Ao !ayer. It 﨎 sirnilar 1.0 t:hat given 匤 Table " and Fig< 4⑤ 
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O [J巴 of the char辻仁terisi:Í cs 0:[ t11e hl1l11uS fonn of t11己j)りて1z01 ，札口d they corrcsj)ond to tho� �l1uvﾎ.aｭ

t卲n al1d duviation of iroll 品nd a.1llminum. 

1'ho free and tota.1 humic acids ()f every profil記 belo口g to P type hu mic 乱cìd. '1'1108e of 

the dry podzol beJong to P:.i:.~~， Iう typos咽 those of the wet podzol (�ron type) to P..I...~P サ types，

and those of the wct podzol (hllTl1US type~.~brown forost 8(11) to F干，1 type 匤 deta丨 Tho difゅ

ferences of th己 8ub-types of P type humÍC 乱dd a!11ong the solected poclzols suggest that the 

Tむlative abuudance of Pg (green huηlÎc ac�l) correspond日 to the increase of humid moisture 

regime of so�). 

On the surface hor�ons (A.1 and A2 horixons) whcrc the enviroumental factors are rcｭ

flected most strongIy, the d log }，正l 円 f fre日 品 I口山Id lota1 hm凡nìc ac兤ls r乱I泊19(巴 O. (ï7~八、vO.6:日l and 一:1 0.49-" 

(ο)曽 6印:J ， th日ei.r Li log λκι:与戸 07九1" 、 (¥ 9悌8 a拙ncl 0叫 G 

rζ巴b呂 p日ctiveJy ， � th巴 dry podz抑イり')]. '.1、ho日忠 奇valu に巴~S ()f th色 ヰw、Vγ巳t: poc1zo1 J:ang巴 0， 46' 、，0‘ 59 品lld O. 44. '.' 

0.54，仏 83，，，1.18 且nd 0.83ヘノ1. 02 anc1 0‘ 35. ,, 0, 47 and 0, 3Ei，， ~0， ,.5 , rcspectìvely, Comparing the 

γanges of t1\08巴 γalu巴S of bot.h podzols ‘ t:hough they ar日 cOlllp1icai恐d 10 sorne exten t , t11e d日開

crease 口 f d Iog 1(1 aocl tho incrciJ;JCS (Jf d log K2 乱nd HJ valu巴山 f th位協Tet podzol 乳re observed 

品s a general trencL 

Very signific札口 t or signi�ant l1egative 1�near correl乱tions betwecll iI .1og K1 and Rf value 

are expressed :in free a口d tot31 humic acids of 1.11e dry anci wet podzols, resp日ctìvcly ， '['lぽ

regress卲n CU 1、 es of both podzols ilrc quii:e similar (sce Tabl日 5 and Fig. 4) , '}、11日 forest: so�1 

rcsearchers in this country ﾍlold thεopìロÎon that the dry 司 nd wet podwl日 ar忠 thc high ロloun

taiIl typ巴s of thc dry 乱nd moderatcly nH>i st，~.. wet brown fore巴t soils, respec tIveIy , lt .1" very 

interesting that tho dìff巴τ巴nces of soH rn口biurετegiIηe by topograph�al f呂 ctors betweeu both 

po(lzo!s clo not seem to have any el仔ect 011 the� regrcscC;:ﾍoll Cllrves as thosc betwecll the dry 

and moCl.oτ日 tdy nw﨎t brown forest so�s in Pa rt 2"ヘ'1'h巳 humid atmosphere thrOlJghollt t11e 

year ex.ccpt thc v巴ry 日r.l d 日arly spriJ1，見 'Ncak巴 m'd th己 an J1u品1 elìoιt of the d�ferencc of 目。n

mo﨎tul'C regirne by topographical f日ctor in both podzo.1出来

TγUR I.N11J stated th日 t t110 annual rcpeat of the dry and hUlll!d cond��.on of 80i1 accelerat巴s

the hnrnifyiog process ()f soil hUn1u札 Th己 advanced humifying procc日s ()f thc clry podzol may 

b己 expl乱m日d by tho 駘nnual rεp巴日 t of ::h 巴 vcry arid conditiOll ﾌll e乱r1y spγing and I:hヒ humi.d 

condit�n in th日 rcst of thc year according to thc opinion 01' 'I'YUR lN Ltl • 

Cornparing the hU.IllUS Jorm of bot11 podzols 、Nith that of the brown forest soil in l'al了 l 2j), 

t11e inC1〆問ses of Rf val ueωrresponding to 1he ckcre乱8es of d log Kl 0:( both poclzols �l the 

工巴gression curve sc巴ms to be t11巴 intermediate v礼lues betwee口 those of 1:h日 moderat巴ly moist 

(BlJ(d). and Bo"soib) and dry (BB"soil) brown forest soils, or a little larg臼r than their inter蝉

mcdiate v日lue. '1'be somewhai〆 decτeased Rf va!ue 口 f ooth poc!zo!s than that of tho moist 

brown fo[esl ぉoi!己 lH駘V b日 due t口 tllC decre乱scc1 おりi .1 III icrobi品1 acti.v�es bv lhc c()oler 仁linlatic

cond itiGOS、

6 3, Snmmary 

Summariz'ﾍrlg the above利口Jentioned facts , it can bc sa� that thc .rerna r1ζablv hi 広h rates ()f 

oxtraction ()f acid 日臼luble humus char以 Lcri瓦e the humus fonn ()f the dry and wel: ]J肌lzo]s，

'~rhls ¥vel1 ag:re.es v¥:1th SPRINGER~lìl[)) ， ~_r'-'(.u双山11) and the vvri.ter'Jl 

KUMADA et a!， 6円、 staLed t11at the relativ巴 abundance of l'g increased in the order as P士→均

決 The alt澵llde of Ohmata 60j) , one of the selected dry podzols, is fa叝ly low , only 600 m, hut it !ocates 
in very foggy area マ
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among the subtyp巴6 of P type humi仁社dc1， and 1:ha1: 1'g is mor巴 abUllc1ant in thc humid soi] or 

hori.zon tha11 in arid soil o[ h01"Ízon, respぽ;t1引dy. The differe11ce of thc 5ubtype of l' typ巴

hum1c aci.d among the 5e]以;ted podzols we�1 agre也 with KUMADA et ai. as mention忠d above 

7. Humu8 form of th母 dark red soil (Disc日ssion 2) 

fhe rates of extraction of extractablc hurnus and tota1 humic acid in A horizon of the 

se1ected dark red soil range 33".r44:?6 and 11. 、 17:?6 ， re<1lxざctively. 1'heir rangcs are fairly diｭ

verg巴llt and th(一泊e of Sekim iya soi1 ar己 fa叝1y low. The ra� 日 ot cxtract卲n of to1:a1 hum� acid 

decτεas巴s frorn sllrface downvvards 匤 cvery 開。file. '1、he rates of combined humic acid (h 

(2 +-3) J to total humic aιid (h-(l +-2 十 3)) range 15.~，3ûタ6 and they increase frOill surfac己 down

wards. Those rates a了日 dist1nguished in Kinshozan soil and the lowel' horizons of Sekirniya 

and Atami soi1s. 1n B horizons of K�shozan and S己kimîya soìls, their most p日1't of th巴 conト

b匤ed hurnic acid i日]ミ203 humate (h<l). T、he 10'7if pH values and r�.tios of exch. base saturaｭ

t卲n 01' Atιnni soi1 suggむst a simibr trencl. The rates of Ca-hum�.te (h-2) to thc total humic 

a仁川 i8 only about 159& in A hor坥on of Kinshozan soil which � rich in exch. Ca. 

The rates of extract�l1 of acid mluble h1JrHUS rallges 下、.10% in A horizoI!s and Ik-1iJ9? 

in B horizons of the selecü、d dark 8011. "1、heiτ Ch.. C r rat綷s r旦ngc 0命 48-，，0. 68 in A horizons 

呂nd Q..Bヘ .0.60 in B hor�ons. Cornparing those ranges with t.hose of the brown forest soì1, it 

can be said that the rates of extraction of cxtractable humus and total humk acid and C ,,!Cj 

r乱tío are sornewhat dt三creased，

The types of hum兤 add 乱re div壬~rg;巴 nt and t11巴y 乱re �.S fol1 o、JVS: 1、he free humicλdds 

belong to 九， iÎ. J: , po. P"八Jp.. L. P十I and Rr.，I~p土 types , the total humic acids to A, A. 、 A三二， 1'0へノ

p斗 .P ↓ al1d P +,+ types , and the fr巴e p]us Ca-hurnate [h-(1 十 2)) to A土， Po and p，，"J1'土 typ巴$

(see Table 4). l¥..s a general trend守 the fairly lc川 relative abu!1d札口ces of Pg 乱re one of the 

cha:racte、ristics ()f the lmmus form of th﨎 sιil grollp. 

On th日 sllrfacc hor�Ol1S wh巴re the enviれ的rnental factors are re丹巴cted most strongìy, the 

,j log K1 of free and total humic 乱cids al下 O. 55~' ，O， 72 alld 0‘ 51r.rO.64. their d 10g líら are 0毛 58. ，

Oち 83 and O. 56 . 0.79 and their Rf valucs O. 24♂〆0.60 and 0.. 30-, .0. 61 ， τ巴spectively. As H gen巴ral

trend , their f乱irly low ,j log [{2 duc to the low relati ve abu口dance of Pg correspond to the 

gent!e inc1inatiol1s in their 10ng wavel巴 region of absorption Sj)白じtl，土曜

v日ry signi品can1: ncgative 1inear corre1at�l1s betw悦11 ,j log Kj and Rf va1ue 日 re expr巴sscd

in free and 1:ota1 humic acid日 ()f this soi1 group (s，うe Table 5 and Fig. .1) ‘ 1t is not兤eable that 

the íncreas色 of Rf valuc corrcspつnding to the decrease of 4 log [(1 is quite similar 1:0 that of 

1:11e degraded black soﾍ] 匤 Part 3釦自白d it is f乱irly larger than that of tho 1コrown forest soil 

in Part 20. 

'1'h日 elucidation of the probJ日111a日 jo whethcl' th巳 Sí11詰 ularity of tl1e regression curves of 

the dark red soil would bc due to e咜her s�.i1ar genetic process to the degraded black soﾌl � 

Part 35) or tho unknown other agencíes , ls awaiting furtheγstudy. 

8‘ Hu甜ms form of the peaty 16¥li.1 (Discusぉìon :J) 

'1' 11 巴 Midagahara soll 﨎 a pe以y sりil frorn pcat‘Its surfaじe horizor.J. forms 1lluck 

and its low巴τ hOr1zon 﨎 surtace四gley中正し

Thεhumus composition and optical properties of humk add of its surfac巴 P巴at 1ayer(1") 
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are al勛e to those of the surface layer of N己muro soiì , sph品店na peat, given hereunder. Thcir 

values are al.勛e to those ()f F-Jj , 1J and H A layers o:f i:he abo刊-mentioned podzol and the 

hrow� forest soi! 匤 1'art 24) and th�� seem to couespond to the fa繒ly adv乱llced stage 口f

hum�ylng proces日 of the or狂乱n:î c �yer. 

。11 the A1P and 1¥2P horizons which forlYl the muck, th巴j r rates ()f extractloIl of ex i:rac州

!:ab1e hurnus and total humic acid range 57 ヘ 6476 and 3>. 41"'0 ， τ巴spectívely ， T、h巳 ìr raｭ

tios are L 3Z and 1. 78. As 乱 g巴ncral trend , th昨日e values are fa1r� large aηd they 礼rc aJ�e 

to tho日e ()f A horizons ()f thεblack soil ﾍn Par t S"J. Thと hi認h ratc~， of extraction of 

table humus in B1 来 alld B2->< horizons ranv;lηg 5G~ 、 6896 are OW[ug to thc� r r巴marlwbly high 

r乱t色S of cxtr乱ction of add solublc humus r札:nging 23'~-'J4G(<人 1、 heir 1 司 tes of eX.tractiou of tol 乱l

hmn� acld r乱ng 11.~ 19"� and th巳 îr ratios 0, 19, 0, 54. 

The rem品rk乱 ble abundanctユ of ac冝 soluh1e hmnl1s 111 their B horizon w日 ìl 日誌rees wI.th 

one ()f the characteristics of the podzo!�sed s(えL

The types of hurnic acid are 品s fo11oW8: Th日 free hmnic ac冝 of P layer belongs to Poへ

P:t t. ype , the free and total humk acids of A1P anc1 A2P ]lOr�OllS 10 P.I' type、 and those of おト"

and 132...0 hoτízons to 1'+1 type. 'The above寸nentioned gen巴ra] trend is that the rehtt咩e abunｭ

d乱llce of P g incr日ases accord�g 1.0 the aclv乱l1ce of hurnid soi1 lYIoistu.re reg叝ne. 

On the free and tol:al humic acids ()f mineral horizons, the� d log f{1 range 0, ,10".0, ;�4 and 

O. 38. ..0. 53, their J lo~:r }ピり () 68，、 0 ， 74 and 0 ， 69へ 0.77 :md thcir 1ミf valnes 0内 29 ，.0， (50 and 札 20 日 J 

'一"

。.48、 τ日sp仁、ctively ， CornpariTlg those valu日s w�h those of P廿 and PIII. types of hum兤 ac� of 

th白 brown forest soil , rcd soil and yelJow soi1 in Part 2 札口d :34)5) and podzol , ther lower d 10g 

A 乱Ild higher .Rf valu巴s sugr:est I:he Hlore advanced humify�g process ()f th﨎 so匀 except i\守 p

horizon. Beside，む theír decl'eased 4 log}Cz and their very 伊ntle inclinat�n of absorptiol1 

spectra over thc who!e 唱w乱velength 品工守口otìceable ， thou日h singul乱r absorption b品nds are exｭ

p刊誌f、ec1. That illformat:iol1 﨎 clear]y givcn ﾍll Fig. 5 ¥vhere the value of log jピ.2ò，， -log 1(900 of 

eveγy t ype or so btype 日f humk ac冝 of scle仁ted so� appear , including those giv巳口 l.n .Part 2 

and 34 ) 加。 The log 1(2却 log}ら00 o.f free "鈩d tota� hmni仁社dds of th� soíl 呂l'e 1ess than about 

2.0 (less than 2, 0 except A1P horizon) , but the greatel' part 01' the samfう subtypes ()f humﾍC 

ac i.d, L 札 1九I and PI付 ιypes， of other soìl日 � more than about 2‘ O‘ The 1 乱ng昨日o:f those v且Jues

of this soi.l are e司uiva!ent w those of !¥ and A 、 "1\ ::，: types ()f 11日 mic acid, and the白y are .I ea~ミ1

among thc ex乱min日d humic acid types. Thc above-mと11t�ncd optic社! propcrties oJ humﾍc acid 

of this so.il suggest that, �:hough their relative abundanc(λ日口f P記 are f証ir!y increased by the 

effect ()f thc sllb乱lpine <:1i111 日Li c condítioll , 1t i日<1t the remarkably adv礼nced stage (}:f hurnifyin以

process th日 1 � alike to nearly ，へ type humîc 乱eìd.

Thc detaiJed discussion .1 8τather díJ五cult on account of the shortage of da1:a, but takìnι 

tbe humus composition of thi日(ioil which iR simil乱r to Uwt ()f th巴 black soH Înto 仁ollsiderat .1on ，

Lﾌ1e wf.iter holds the view thnt the hvmus form of lh日1Tlll仁 i( i8 s�精ar to that of thと bl刷、k

日日1 1.

Y. HumUil fon由 。f th" peat cm財u自由ion 4) 

.The Ncmu(o soil , p巴at， ﾍs frorn sphagna, 

Though thc rate of cxtraction ()f lmmic 日仁id and r丘tio ()f surface laycr, 1'" layexう

arc not dlsting l1 Íshed , those of PC.1'5 lay巴rs are remarkably large 乱nd the叝 ranges 品re 34".. 

56;モ:乱nd 2.25. .fj 、 78 ， respectively. Thρρxtraord.in日 rily 1ar只e valueおりf P~(. 1¥ lay日F号 whích ;Jre 
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52",,56% and 6. 48，，~6. 78, respectively, are noticeable. Those remarkably high日r Ct,jCf ratios 

were neyer observed. I11 the writer's opìnion, thos巴 facts would b巴 among the ch乱racterístics

of the hunms 10rm ()f the peat. 

011 the optkal properties of humic add, the types of humic acid 孔re Rp type io Po layer 

and P� and po.~..p土 types in Pl'~九 1ayers. T'heir relative abundance ()f 九 is remarkably little, 

The 41口g Kl rang色 0.53 ヘ〆O. 71 and they express no clear diff巴f己nce among the layers. 

1、he Rf values range O. 21.....0. 41 and they increase hom surface downward~1. 

Summarizing the aboveωmentioned facts , it can be saicl that the extraord匤arily high rate 

of humic acid and C,,!Cf ratio, esp巴dally tho日巴 of lower layers, characterize tlle humus form 

of the peat, 

Acknow ledge苅Ie踊t

T、he writ巴r is grateful to Dr. T. Kmw'['(間1 ， Director ()f Kansai Branch (Jf th﨎 Experiment 

Statio!1, for hi8 叩couragement 111 carrying out this work 


